
合
同
相
談
所
を
利
用
し
て

役
所
に
対
す
る
苦
情
や
家

庭
・
隣
人
問
題
の
解
決
を

山
口
行
政
監
察
局
職
員
及
び
国
・
県

な
ど
の
専
門
職
員
に
よ
る
合
同
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

Λ
日
　
時
▽

六
月
二
〇
日
　
一
〇
時
～
一
五
時

Λ
場
　
所
▽

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
二
階
会

議
室（
長
門
市
東
深
川
正
明
市
四
区
）

町
営
住
宅
入
居
者

募
集

Λ
団
地
名
・
種
別
・
募
集
個
数
・
家
賃
▽

人
丸
第
一
団
地
　
第
一
種
住
宅
一
戸

七
。
0
0
0

円

人
丸
第
二
団
地
　
第
二
種
住
宅
一
戸

四
、
五
〇
〇
円

人
丸
第
三
団
地
　
第
一
種
住
宅
一
戸

九
、
〇
〇
〇
円

Λ
入
居
予
定
日
▽
　
七
月
一
日

Λ
入
居
資
格
▽

・
油
谷
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
者
。

・
現
に
同
居
し
。
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
者
。

・
入
居
の
申
し
込
み
を
し
た
日
に
お
い

て
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
よ
る
収
入

基
準
に
該
当
す
る
者
。

Λ
申
し
込
み
受
付
期
限
▽

六
月
二
〇
日
ま
で
。

Λ
申
し
込
み
手
続
▽

入
居
申
し
込
み
書
に
昭
和
五
八
年
度

分
源
泉
徴
収
票
等
に
よ
る
所
得
証
明

書
及
び
住
民
票
騰
本
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

Λ
選
考
方
法
▽

申
し
込
み
書
等
に
よ
り
審
査
を
行
い

適
格
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
。
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り
入
居
者
を

決
定
す
る
。

な
お
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
町

建
設
課
管
理
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

海
上
保
安
庁
船
艇

職
員
募
集

Λ
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員
▽

・
船
艇
（
航
海
）
　・
約
三
〇
名

・
船
艇
（
機
関
）
　・
約
三
〇
名

・
無
線
通
信
士
及
び
無
線
技
術
士
・
約

四
〇
名

Λ
年
　
齢
▽

昭
和
二
〇
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
。

Λ
試
験
日
▽

昭
和
五
九
年
六
月
二
四
日
及
び
二
五

Λ
受
付
期
限
▽

昭
和
五
九
年
六
月
二
〇
日
ま
で
。

な
お
、
受
験
資
格
・
受
験
手
続
・
そ

の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
仙
崎
海
上
保
安

部
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
八
三
七
二
-
六
－
○
二

四
一
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
県
庁
が
新
庁
舎
へ
移

転
さ
れ
ま
す

山
口
県
庁
は
．
六
月
一
八
日
か
ら
七

月
一
日
ま
で
の
間
に
新
庁
舎
へ
移
転
し

ま
す
。
県
で
は
皆
様
方
に
ご
不
便
を
か

け
な
い
よ
う
短
期
間
に
完
了
し
ま
す
が
、

特
に
窓
口
業
務
を
行
う
課
や
教
育
庁
等

は
、
次
の
日
程
で
移
転
し
ま
す
か
ら
、

こ
の
間
に
県
庁
に
御
用
の
方
は
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
県
庁
の
住
居
表
示
及
び
電

話
番
号
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

六
月
二
○
日
　
民
生
部

二
一
日
　
民
生
部
・
教
育
庁

二
二
日
　
教
育
庁
・
人
事
委
員
会

二
四
日
　
会
計
課
・
指
定
金
融
機

関

二
九
日
　
企
業
局

三
〇
日
　
交
通
事
故
相
談
所
（
午

前
）
　・
旅
券
セ
ン
タ
ー

（
午
後
）・
統
計
資
料
室

中
央
県
民
相
談
室
は
。
庁
舎
一
般
公

開
の
た
め
六
月
一
五
日
か
ら
、
旅
券
セ

ン
タ
ー
は
、
七
月
二
日
か
ら
新
庁
舎
で

（
旅
券
セ
ン
タ
ー
は
六
月
三
〇
日
正
午

ま
で
は
春
日
山
庁
舎
で
）
業
務
を
行
い

ま
す
。電

線
に
ご
注
意
を

電
線
に
釣
り
竿
が
ふ
れ
て
、
感
電
す

る
と
い
う
事
故
が
起
っ
て
い
ま
す
。
電

線
に
釣
り
竿
が
ふ
れ
た
場
合
は
、
導
電

性
の
高
い
カ
ー
ボ
ン
製
の
釣
り
竿
は
特

に
危
険
で
す
。
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
や

竹
の
釣
り
竿
の
場
合
で
も
、
水
に
濡
れ

て
い
る
と
感
電
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

釣
り
場
の
周
り
の
電
線
に
は
、
十
分
注

意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
釣
り
竿
へ
の
落
雷
と
い
っ
た

例
も
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心

を
お
願
い
し
ま
す
。

中
国
電
力
株
式
会
社
・
中
国
電
気

安
全
委
員
会
よ
り

お
め
で
た

四
月
二
二
日
～
五
月
一
九
日
受
理

子
の
氏
名
　
　

保
護
者
　
住
　
所

松
永
　
和
子
　
　
義
　
昭
　
木
　
　
吹

中
嶋
　
則
江
　
　
裕
　
治
　
大
浦
東

大
道
　
浩
太
　
　
貫
太
郎
　
大
浦
西

お
く

や
み

四
月
二
二
日
～
五
月
一
九
日
受
理

氏
　
名
　
　
　
　年
齢
　
　
住
　
所

小
田
ミ
サ
ヲ
　
　
七
五
歳
　
亀
　
　
田

磯
部
ヲ
サ
ン
　
　
七
九
歳
　
芝
　
　
崎

松
永
　
俊
夫
　
　
七
〇
歳
　
宮
ノ
馬
場

津
田
　
松
次
　
　
八
四
歳
　
掛
　
　
淵

岡
村
　
イ
チ
　
　
七
九
歳
　
西
津
黄

作
村
　

博
　

五
六
歳
　
東
後
畑

島
本
　
麻
一
　
　
九
一
歳
　
西
立
石

藤
野
　
　
靜
　
　
六
二
歳
　
赤
　
　
屋

森
永
キ
ク
エ
　
　
八
一
歳
　
水
　
　
岬

國
信
　
　
壽
　
　
八
一
歳
　
中
ノ
森

納
税
案
内

町
・
県
民
税
　
一
期

国
民
健
康
保
険
税
　
一
期

納
期
　
六
月
末
日

町
内
文
芸

油
　
谷
　
俳
　
壇

葉
桜
や
神
馬
の
像
の
高
く
跳
ね
　
　
　
　

藤
永
　
錦
風

葉
桜
を
愛
で
て
野
点
の
な
ご
や
か
に
　
　
　
　
　
吉
岡
　
紫
玉

葉
桜
の
神
苑
借
り
て
鋸
目
立
　
　
　
　

村
上
　
有
弘

魚
売
女
話
も
売
っ
て
ゐ
る
日
永
　
　
　
　
　
大
谷
　
展
生

罌
栗
の
花
は
か
な
き
命
く
ず
し
た
る
　
　
　
　
那
須
　
隆
雄

畦
を
塗
る
雨
の
水
輪
を
く
ず
し
つ
つ
　
　
　
　
　
片
倉
　
田
泉

油
　
谷
　
短
　
歌
　
会

山
神
社
の（
重
の
桜
は
Ｉ
樹
も
て
森
の
ご
と
く
に
今
花
盛
り

岡
田
　
次
郎

闇
の
海
に
ひ
か
れ
て
動
く
起
重
機
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
わ
が

船
を
射
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
岡
　
　
豊

風
向
き
を
も
ろ
に
示
し
て
山
桜
あ
や
に
乱
れ
て
散
り
て
ゆ
く

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
　
節
子

金
剛
杖
片
手
に
持
ち
て
高
野
山
適
路
の
旅
に
出
で
た
っ
わ
れ

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村
ツ
ユ
子
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